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Ⅰ．教育活動等のまとめより 
 

進路研修 

～「障害福祉サービス事業所について」～ 
 

大谷 佐知子（進路支援部） 
 

■要旨：「障害福祉サービス事業所について」というテーマで、障害福祉サービス事業所の種類とその内容、

また、卒業後利用する場合の手続きなどについて説明するとともに、昨年度卒業した生徒が利用している事業

所を中心に、各事業所の特徴、活動内容などについて写真を交えて講演した。 

 

■キーワード：進路指導 障害福祉サービス事業所 キャリア教育        

 

1 実施日程と対象 

 

（１）日時：令和 3年 11月 9 日 火曜日 

（２）場所：本校 

（３）講師：大谷 佐知子 

（４）対象：本校教職員 

 

２ 内容と資料 

（１）内容 

① 本校の3年間の進路先を提示し、圧倒的に生活介護の事業所を利用する生徒が多い事実を伝えた。 

② 生活介護、就労継続支援 B 型、自立訓練の事業所について、昨年の卒業生が利用した事業所を中

心に各事業所の特徴や活動内容を紹介し、就労移行支援事業所については、B型のアセスメント実

習で使っている事業所を紹介した。 

③ 就労継続支援 A 型事業所については、近年利用した生徒がいないため、具体的な紹介はできなか

ったが、A型事業所の特徴を紹介した。 

 

（２）資料 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

１ 岸和田支援学校の進路について
H３０年度～R２年度

本校の進路先の特徴として、この数年は、生活介護が圧倒的に多いです。

3

１ 岸和田支援学校の進路について
H３０年度～R２年度

本校の進路先の特徴として、この数年は、生活介護が圧倒的に多いです。

3

○本日の内容
１ 岸和田支援学校の進路について
２ 障害福祉サービス事業所の種類について
①生活介護
②就労移行支援
③就労継続支援A型(雇用型)
④就労継続支援B型(非雇用型)
⑤自立訓練

３ 最後に

2

○本日の内容
１ 岸和田支援学校の進路について
２ 障害福祉サービス事業所の種類について
①生活介護
②就労移行支援
③就労継続支援A型(雇用型)
④就労継続支援B型(非雇用型)
⑤自立訓練

３ 最後に

2
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① 生活介護

常に介護を必要とする人に、入浴・排泄・食事の介

護を行うとともに、創作的活動や生産活動の機会を提
供します。

看護師を配置している施設もあります。

※利用するには

障害支援区分認定３以上が必要となります。
6

① 生活介護

常に介護を必要とする人に、入浴・排泄・食事の介

護を行うとともに、創作的活動や生産活動の機会を提
供します。

看護師を配置している施設もあります。

※利用するには

障害支援区分認定３以上が必要となります。
6

 

   

 

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本校の去年度の卒業生の進路先

堺市 あしすとデイ 泉南市 やすらぎのえがお♪

和泉市 ゆとりの里 阪南市 きずな

岸和田市 BA-NA（バナンチュ） 2号館きずな

熊取町 つばさ 貝塚市 ふぁいんず（自立訓練）

泉佐野市 ぎんなん 森の小径2号館（B型）

わい×２（わいら） なんなん

LINKS

・・・ 呼吸器対応事業所
・・・ 医療的ケア対応事業所

4

○本校の去年度の卒業生の進路先

堺市 あしすとデイ 泉南市 やすらぎのえがお♪

和泉市 ゆとりの里 阪南市 きずな

岸和田市 BA-NA（バナンチュ） 2号館きずな

熊取町 つばさ 貝塚市 ふぁいんず（自立訓練）

泉佐野市 ぎんなん 森の小径2号館（B型）

わい×２（わいら） なんなん

LINKS

・・・ 呼吸器対応事業所
・・・ 医療的ケア対応事業所

4

○医療的ケア対応の作業所（生活介護）

堺市 アシストデイ 泉佐野市 わい×２

和泉市 ゆとりの里 ぎんなん

ナックハートハウス 泉南市 やすらぎのえがお♪

えいる

泉大津市 カモメ

岸和田市 岸和田障害者共同作業所 阪南市 ２号館きずな

貝塚市 LINKS

8

○医療的ケア対応の作業所（生活介護）

堺市 アシストデイ 泉佐野市 わい×２

和泉市 ゆとりの里 ぎんなん

ナックハートハウス 泉南市 やすらぎのえがお♪

えいる

泉大津市 カモメ

岸和田市 岸和田障害者共同作業所 阪南市 ２号館きずな

貝塚市 LINKS

8

障害支援区分とは？

• 18歳の誕生日前後で調査があり、認定される

• 非該当と６段階の区分（区分６の方が必要度が高い)

7

介護給付
非
該
当

区
分
１

区
分
２

区
分
３

区
分
４

区
分
５

区
分
６

居宅介護(ホームヘルプ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
重度訪問介護 ○ ○ ○
重度障がい者等包括支援 ○
短期入所(ショートステイ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
療育介護 ○
生活介護 ○ ○ ○ ○
施設入所支援 ○ ○ ○

障害支援区分とは？

• 18歳の誕生日前後で調査があり、認定される

• 非該当と６段階の区分（区分６の方が必要度が高い)

7

介護給付
非
該
当

区
分
１

区
分
２

区
分
３

区
分
４

区
分
５

区
分
６

居宅介護(ホームヘルプ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
重度訪問介護 ○ ○ ○
重度障がい者等包括支援 ○
短期入所(ショートステイ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
療育介護 ○
生活介護 ○ ○ ○ ○
施設入所支援 ○ ○ ○

有限会社旭日

ゆとりの里(和泉市）

呼吸器対応可能。もともとは、医療的ケア中心の事業所
だったが、現在は、知的障がいの利用者もおり、にぎやか。
ペースト食はなし。ワンフロアー。

10

有限会社旭日

ゆとりの里(和泉市）

呼吸器対応可能。もともとは、医療的ケア中心の事業所
だったが、現在は、知的障がいの利用者もおり、にぎやか。
ペースト食はなし。ワンフロアー。

10

社会福祉法人嘉舟会

BA-NA（バナンチュ）（岸和田市）

いなば荘という老人ホー
ムのなかにある。２０２０
年に開所。和泉市にあ
るBA-NA（こっぺぱんこさ
えましょう。）は、B型。

入浴あり。

11

社会福祉法人嘉舟会

BA-NA（バナンチュ）（岸和田市）

いなば荘という老人ホー
ムのなかにある。２０２０
年に開所。和泉市にあ
るBA-NA（こっぺぱんこさ
えましょう。）は、B型。

入浴あり。
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社会福祉法人 和光福祉会

障害福祉サービス事業所つばさ（熊取町）

作業を中心に活動を行っている。知的障がいの利用者が多い。

12

社会福祉法人 和光福祉会

障害福祉サービス事業所つばさ（熊取町）

作業を中心に活動を行っている。知的障がいの利用者が多い。

12

アシストワーク株式会社

あしすとデイ （堺市中区）

9

ワンフロアーだが、広々している。お風呂が３つあり、
（機械浴、リフト用浴、普通浴）入浴に特化した事業
所。呼吸器にも対応してくれる。
送迎も柔軟に対応。

アシストワーク株式会社

あしすとデイ （堺市中区）

9

ワンフロアーだが、広々している。お風呂が３つあり、
（機械浴、リフト用浴、普通浴）入浴に特化した事業
所。呼吸器にも対応してくれる。
送迎も柔軟に対応。

社会福祉法人いちょうの森

ライフワークぎんなん（泉佐野市）

大きな２階建ての建物。いろいろなグループに分けて活動して
いる。呼吸器にも対応。

13

社会福祉法人いちょうの森

ライフワークぎんなん（泉佐野市）

大きな２階建ての建物。いろいろなグループに分けて活動して
いる。呼吸器にも対応。

13

２ 障害福祉サービス事業所の種類について

①生活介護

②就労移行支援

③就労継続支援A型(雇用型)

④就労継続支援B型(非雇用型)

⑤自立訓練
5

２ 障害福祉サービス事業所の種類について

①生活介護

②就労移行支援

③就労継続支援A型(雇用型)

④就労継続支援B型(非雇用型)

⑤自立訓練
5
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特定非営利活動法人
大阪府重症心身障害者を支える会

わい×２（わいら）（泉佐野市）

呼吸器にも対応。重度の利用者が多い。ワンフロアーで狭いが、
古くから開所していて、保護者の人気は高い。現在、ほとんど空
きはない状態。

14

特定非営利活動法人
大阪府重症心身障害者を支える会

わい×２（わいら）（泉佐野市）

呼吸器にも対応。重度の利用者が多い。ワンフロアーで狭いが、
古くから開所していて、保護者の人気は高い。現在、ほとんど空
きはない状態。

14

株式会社 絆の会

やすらぎのえがお♪（泉南市）

スロープで入れるお風呂があり、入浴が活動の中心。呼吸器対
応はないが、医療的ケアは可能。

15

株式会社 絆の会

やすらぎのえがお♪（泉南市）

スロープで入れるお風呂があり、入浴が活動の中心。呼吸器対
応はないが、医療的ケアは可能。

15

一般社団法人 やまなみ福祉会

きずな（阪南市）

ワンフロアだが、広い。知的障がいの利用者中心。販売をしたり、
地域との交流などにも取り組んでいる。

16

一般社団法人 やまなみ福祉会

きずな（阪南市）

ワンフロアだが、広い。知的障がいの利用者中心。販売をしたり、
地域との交流などにも取り組んでいる。

16

一般社団法人 やまなみ福祉会

２号館きずな

尾崎駅の近く。2020年開所。スロープで入れるお風呂あり。入
浴だけでなく、販売などの活動も行っている。

医療的ケア対応可能。

一般社団法人 やまなみ福祉会

２号館きずな

尾崎駅の近く。2020年開所。スロープで入れるお風呂あり。入
浴だけでなく、販売などの活動も行っている。

医療的ケア対応可能。

株式会社 スリーライク

LINS（貝塚市）

医療的ケアにも対応。利用者は高齢の方が多い。個人の要求
に細かく対応してくれる。

19

株式会社 スリーライク

LINS（貝塚市）

医療的ケアにも対応。利用者は高齢の方が多い。個人の要求
に細かく対応してくれる。

19

② 就労移行支援

就労を希望する人に対して、就労に必要な知識
や能力向上のための訓練や実習を行います。

期限は２年間です。

２年間の訓練を終えた後は、一般企業への就職、
就労継続支援A型、就労継続支援B型へ進むこと
が多いです。

21

② 就労移行支援

就労を希望する人に対して、就労に必要な知識
や能力向上のための訓練や実習を行います。

期限は２年間です。

２年間の訓練を終えた後は、一般企業への就職、
就労継続支援A型、就労継続支援B型へ進むこと
が多いです。

21

○本校の進路先としてお世話になっている施設（就労移行）

らぱん（貝塚市）

ワークショップかりん(泉大津市)

いずみ通所センター(高石市)

チャレンジ･ド･ホライズン(泉佐野市)

ベルカント(泉佐野市)
むらびと

夢楽人（泉南市）

22

○本校の進路先としてお世話になっている施設（就労移行）

らぱん（貝塚市）

ワークショップかりん(泉大津市)

いずみ通所センター(高石市)

チャレンジ･ド･ホライズン(泉佐野市)

ベルカント(泉佐野市)
むらびと

夢楽人（泉南市）

22

社会福祉法人 大阪聴覚障害者福祉会

泉州聴覚障害者センター なんなん（貝塚市）

聴覚障がいに特化した事業所。活動は、作業中心。施設入所さ
れている利用者が多い。

18

社会福祉法人 大阪聴覚障害者福祉会

泉州聴覚障害者センター なんなん（貝塚市）

聴覚障がいに特化した事業所。活動は、作業中心。施設入所さ
れている利用者が多い。

18

③ 就労継続支援A型(雇用型)

就労移行支援を２年間受けたが、就労できなかった者や離
職した者が対象。給料は最低賃金が保障されています。

ハローワークに求人票が出ています。

A型に通所をしながら一般企業への就職をめざすこともでき
ます。

○本校の進路先としてお世話になっている施設

りんくうワークス(泉南市)

23

③ 就労継続支援A型(雇用型)

就労移行支援を２年間受けたが、就労できなかった者や離
職した者が対象。給料は最低賃金が保障されています。

ハローワークに求人票が出ています。

A型に通所をしながら一般企業への就職をめざすこともでき
ます。

○本校の進路先としてお世話になっている施設

りんくうワークス(泉南市)

23

いずみ野福祉会

シュレオーテ(岸和田市）

いわゆる「作業所」ではなく、専攻科をめざしている。作業をする
のではなく、学校の授業のような内容。４年間の年限があり、４
年後には別の事業所に移る必要がある。

20

いずみ野福祉会

シュレオーテ(岸和田市）

いわゆる「作業所」ではなく、専攻科をめざしている。作業をする
のではなく、学校の授業のような内容。４年間の年限があり、４
年後には別の事業所に移る必要がある。

20
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④ 就労継続支援B型(非雇用型)
離職者、就労移行支援やA型が困難であったものが対象です。
(給料は施設によるが、３千円～1万円程度)

※現行の制度では支援学校の新規卒業生は利用できません。
しかし、在学中に就労移行支援事業所で『就労アセスメント実習』を実施し
B型の支給決定をもらうことで利用することができます。

○本校の進路先としてお世話になっている施設

いずみ通所センター(高石市)
せんごくの里(貝塚市) 森の小径(貝塚市)
ベルカント(泉佐野市) ワークショップかりん（泉大津市）
BLOOM more(和泉市）

24

④ 就労継続支援B型(非雇用型)
離職者、就労移行支援やA型が困難であったものが対象です。
(給料は施設によるが、３千円～1万円程度)

※現行の制度では支援学校の新規卒業生は利用できません。
しかし、在学中に就労移行支援事業所で『就労アセスメント実習』を実施し
B型の支給決定をもらうことで利用することができます。

○本校の進路先としてお世話になっている施設

いずみ通所センター(高石市)
せんごくの里(貝塚市) 森の小径(貝塚市)
ベルカント(泉佐野市) ワークショップかりん（泉大津市）
BLOOM more(和泉市）

24

社会福祉法人 野のはな

森の小径（就労継続B）

25

イタリアンのレストラン
馬の室内乗馬場やドッグラン

などがあり、馬も飼育されて
います。利用者は、レストラン
で接客をしています。

社会福祉法人 野のはな

森の小径（就労継続B）

25

イタリアンのレストラン
馬の室内乗馬場やドッグラン

などがあり、馬も飼育されて
います。利用者は、レストラン
で接客をしています。

社会福祉法人 野のはな

森の小径2号館（生活介護・就労継続B型）

26

森の小径と同じ敷地内にあり、B型の利用者

は、レストランで使う野菜を作ったり、飼育し
ている馬舎の掃除をしたりしています。生活
介護は、馬蹄を磨く仕事や、内職仕事をして
います。

社会福祉法人 野のはな

森の小径2号館（生活介護・就労継続B型）

26

森の小径と同じ敷地内にあり、B型の利用者

は、レストランで使う野菜を作ったり、飼育し
ている馬舎の掃除をしたりしています。生活
介護は、馬蹄を磨く仕事や、内職仕事をして
います。

○就労アセスメント実習について
アセスメントの流れは次のようになります。

役所などへの申請

就労移行支援

事業所での実習

（2日～10日）

アセスメント後、役
所からB型の支給

決定

※実習期間については、各居住地の福祉や就労移行支援事業所によって違うことが多いで
す。そのため、実施する場合は事前に日数を確認することが大切です。

※18歳未満の生徒については、子ども家庭センターへの届け出が必要となります。
また、事前に役所と家庭で聞き取り調査を行う場合もあります。
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アセスメントの流れは次のようになります。

役所などへの申請

就労移行支援

事業所での実習
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所からB型の支給

決定

※実習期間については、各居住地の福祉や就労移行支援事業所によって違うことが多いで
す。そのため、実施する場合は事前に日数を確認することが大切です。

※18歳未満の生徒については、子ども家庭センターへの届け出が必要となります。
また、事前に役所と家庭で聞き取り調査を行う場合もあります。
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有限会社ありす

ワークサポートらぱん（貝塚市）

普通の一軒家。2階もあるが、利用者も多く、広さにゆとりはな
い。知的障がいの利用者中心。就労移行と就労継続支援B型が
ある。

28

有限会社ありす

ワークサポートらぱん（貝塚市）

普通の一軒家。2階もあるが、利用者も多く、広さにゆとりはな
い。知的障がいの利用者中心。就労移行と就労継続支援B型が
ある。

28

⑤ 自立訓練

・機能訓練(身体障がい者)：期限１年半
地域生活を営むためのリハビリや機能の維持・回復を図る

・生活訓練(知的・精神障がい者)：期限２年
地域生活を営むための生活能力の維持・向上を支援

※泉州地域には機能訓練のサービスのある施設がほとんどなく、
『大阪府障害者自立センター』にのみありますが、支援学校卒

業の生徒はほとんど利用していない状況です。

29

⑤ 自立訓練

・機能訓練(身体障がい者)：期限１年半
地域生活を営むためのリハビリや機能の維持・回復を図る

・生活訓練(知的・精神障がい者)：期限２年
地域生活を営むための生活能力の維持・向上を支援

※泉州地域には機能訓練のサービスのある施設がほとんどなく、
『大阪府障害者自立センター』にのみありますが、支援学校卒

業の生徒はほとんど利用していない状況です。

29

一般社団法人 じょいなす

ふぁいんず（貝塚市）

２０２０年に開所した事業所。貝塚駅近くのビルの１Fと２Fを使っ
ている。不登校の利用者にも対応。ZOOMや在宅での作業など
も行っている。自立訓練と就労移行がある。

30

一般社団法人 じょいなす

ふぁいんず（貝塚市）

２０２０年に開所した事業所。貝塚駅近くのビルの１Fと２Fを使っ
ている。不登校の利用者にも対応。ZOOMや在宅での作業など
も行っている。自立訓練と就労移行がある。

30

６ 最後に

先生方へのお願い

①挨拶、返事の指導をお願いします。

・特に軽度の児童生徒には敬語の指導をおねがい

します。

②就職には、きびしいハードルがあることをご理解く

ださい。（自力通学 身辺自立）

31

６ 最後に

先生方へのお願い

①挨拶、返事の指導をお願いします。

・特に軽度の児童生徒には敬語の指導をおねがい

します。

②就職には、きびしいハードルがあることをご理解く

ださい。（自力通学 身辺自立）

31

③高等部保護者には、事業所見学を勧めてください。

・いろいろな事業所があるので、たくさん見学して本人に合うかどうか
を決められた方が後で迷わないと思います。

・事業所によって、取り組みは様々です。
生活介護でも仕事をしているところもありますし、就労継続型B型で

もゆったりしているところもあります。

32

③高等部保護者には、事業所見学を勧めてください。

・いろいろな事業所があるので、たくさん見学して本人に合うかどうか
を決められた方が後で迷わないと思います。

・事業所によって、取り組みは様々です。
生活介護でも仕事をしているところもありますし、就労継続型B型で

もゆったりしているところもあります。

32

④障害福祉サービス事業所は学校とは違います

・事業所の支援員の数は、学校の教員よりずっと少なくなり

ます。学校と同じ対応ができるとは限りません。

・社会人になるという自覚を持って、進路を選んでもらえるよう

本人保護者にご指導をお願いします。

33

④障害福祉サービス事業所は学校とは違います

・事業所の支援員の数は、学校の教員よりずっと少なくなり

ます。学校と同じ対応ができるとは限りません。

・社会人になるという自覚を持って、進路を選んでもらえるよう

本人保護者にご指導をお願いします。

33
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３ まとめ 

  講演後のアンケートでは、「卒業後の進路に向けて、日々の指導の中で挨拶や返事の大切さがわかっ

た」という感想をいただいた。特に小中学部の教員からは「障害福祉サービス事業所のことを知る機

会があまりないため、わかって良かった」というご意見を多数いただいた。 
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Ⅱ．実践報告 

 

視線入力装置をコミュニケーション学習の教材として活用した取り組み  

 野中 純子 (自立活動研究部) 

 

■要旨：本研究は、右片麻痺の生徒について、「麻痺側を意識して見る・探索する」ことを目標とし、視

線入力装置を使用して自立活動の時間に９ヶ月にわたり実施した指導事例である。 

■キーワード：視線入力装置、視線履歴、片麻痺、麻痺側の探索 

 

 

１．はじめに 

 

本校で視線入力装置を自立活動のコミュニケーション学習に導入してから、2 年半が経とうとしている。

取り組みの方法としては、自立活動専任教諭が中心となり、自立活動の時間の指導及び全校児童生徒を

対象とした抽出指導（週２時間）の時間を主に利用している。言語によるコミュニケーションが困難な

児童生徒を対象に担任や保護者からの依頼を受け、どのような見え方をしているのかをアセスメントし、

その後効果が期待される児童生徒について継続的な指導を行なっている。 

昨年度の紀要では、言語障がいを有しさらに振戦により文字の筆記の難しい生徒が、視線入力装置を

使用し文字入力ができるまでを掲載した。他にも視線履歴から特徴的な見え方をしている児童生徒につ

いて、どのように教材を提示してあげると良いのか、日常で関わるときに留意する事項や指導において

の課題を提案するなどして多くの児童生徒に活用してきた。例えば、ものの二者択一で常に片側ばかり

を手にする生徒が、利き手に近いほうを取っているとばかり思っていたのが、実は反対側に見えにくさ

をもっていたということが判明することもあった。その場合は、二つの教材を離して提示すると一方を

見落としていることがあるので、近づけて提示するほうがよいことがわかる。また周囲に気が散りやす

く授業に集中ができない児童をアセスメントすると、動くものには視線を向けることができても、静止

しているものについては注視することが苦手であることに気づき、注視できることを課題に継続指導に

取り組む事例もあった。視線入力装置を使用した指導の方法としては、アセスメントで課題を明らかに

し、一時間の授業の中で改善に向けていくつかのソフトを使って指導し、その時間の評価として最初と

最後に同じソフトを使って視線履歴を取り比較検討をするようにした。多くの児童生徒に最初に比べる

と授業の最後の方が、眼球の動きが良くなり視線履歴に広がりがみられたり、注視時間が延びたりする

などの効果が感じられた。一時間の授業だけでもこのように変化が現れ、さらに毎週 1 回の継続的な指

導を行うことで眼球の動きが良くなり、追視注視や見比べに改善が見られ、日常生活の中でもその効果

を感じるケースを指導者として経験することができた。 

前述したように昨年度は、言語障がいを有し、文字を理解しているにもかかわらず上肢の操作が困難

で筆記や AAC 機器による文字入力が難しい生徒に対し、コミュニケーション手段の一つとして視線で文

字を入力する指導についての実践報告をした。今年度は、片麻痺の障がいを有する生徒について取り上
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げる。片麻痺の障がいを有する児童生徒は本校にも多く在籍する。彼らの指導の目標として、麻痺側を

意識させ、どのようにして使っていくかが項目のひとつとして必ずあげられる。例えば上肢の麻痺であ

れば、健側に対して補助手としての使い方を指導することがある。しかし、見ることについて言えば、

麻痺側の機能回復が主ではなく、見えていない部分を健側で補うことが大切な指導になってくる。児童

生徒がどのような見え方をしているのか、視線入力装置をアセスメントとして使うと、麻痺側を見てい

ない児童生徒が多いことに気付いた。好きなものを選択させると、いつも健側の方を選んでしまうのは、

麻痺側が見えていないことが原因かもしれないと考えた。麻痺側を意識させる日常の指導に加えて、視

線入力装置を使って継続した指導をすることにより効果が挙がればという観点から、令和２年度に９ヶ

月にわたり指導を実施した当時中学部 1年生の女子生徒の事例を報告する。 

 

 

２．対象生徒の実態 

 

 中学部１年生の女子で、本校には小学部より入学。右半身麻痺により車いすを使用。舌の筋緊張が低

く、発声は不明瞭である。イエス・ノーははっきりしており、簡単な指示を理解して、いくつかのサイ

ンや指さしで意思表示ができる。手を使う学習において、麻痺側の右手を補助手として使おうとする意

識は高い。コミュニケーション学習の課題の一つとして、写真やシンボルのカードを複数枚使用して、

出来事を伝えたり欲しいものを要求したりする学習に取り組んでいる。その際に左側を選択することが

多く、選択肢を全て見ることができているのか、見比べができているのか疑問に思うことがあった。 

 

 

３．指導内容 

 

（１）学習目標と指導の内容 

【学習目標】 

①麻痺側の右側を意識して見る。 

②左右の見比べや右側を探索する力を高める。 

 【指導内容】 

   ①視線入力装置を使用し、右側を意識して見る。 

  ②カードによる教材の選択。 

  ③右側に置いたものを左側に移し替える作業。 

  ④タブレット端末を使用して、画面の右側を探索する。 

 

（２）指導および経過 

 令和元年(2019 年)11 月、本校に視線入力装置が設置されて間もなくの小学６年生の頃、どのような

見え方をしているのかを知るためアセスメントとして、初めて視線入力装置を体験した。視線入力装

置は、トビー社の最も小型なトビーPCEye Mini を使用した。ソフトは、島根大学の研究室で開発され

た『EyeMot 3D』の「風船割り」（風船は興味関心を高めるためにアニメキャラクターに変えたものを
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図 1 風船割り視線履歴(指導前) 図２ かくれんぼ視線履歴(指導前) 

図３ カスタードパイ視線履歴 図４ 射的視線履歴 

使用）と、クレアクト社の『センサリーアイ』から「かくれんぼ」（黒い背景に黄色い星が現れ、見る

と消えて別の場所に現れる）を使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 風船割り(図１)では、左から出てくるキャラクターの風船にしか注意が向けられていないことがわ

かる。しかし対象物を注視する力はあるので 18個もの風船を割ることができている。また、かくれん

ぼ(図２)では、健側の左に現れた星はすぐに見つけて注視ができたのに、右に現れた星を見つけ出す

ことができなかった。 

翌年の令和２年度７月から、週に１回、自立活動の時間の指導を使って継続的に指導を開始するこ

とになった。指導の内容は、授業の前半に視線入力装置による麻痺側の右側を意識して見る学習を実

施した。そして後半は、「カードによる教材の二者択一（カードの見比べ）」、「教材を右側に置いて左

側に移し変える作業」、「iPad を使ったゲーム」を通して右側を探索する能力を高めた。視線入力装置

での学習では、「風船割り」「かくれんぼ」に加えて、色々なソフトを試み、効果を確認した。それら

の中で特にターゲットに視線を向けていくソフトに効果を感じることができ、指導の後期はクレアク

ト社の『Look to Learn』から「カスタードパイ」（異なる６つの場所に順に現れる顔写真を注視する

とパイが投げつけられる）(図 3)と「射的」（的を全て注視するとブロックの下から絵が現れる）(図 4)

を加え、左から右への眼球の移動と右側を注視することを強化した。ソフトの内容を理解し、毎時間

積極的に楽しみながら集中して取り組むことができた。しかし、指導当初は右下の顔や的に視線を向

けて注視できないこともあった。特に射的は、左の的を注視すると下から出てくる画像に注意が向け

られ、右側に視線を向けられなくなることがあった。 
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図５ 風船割り視線履歴(指導後) 図６ かくれんぼ視線履歴(指導後) 

指導を継続して６ヶ月後の 1 月には、一番注視することが難しかった右下の顔や的に左と変わらな

いスピードで視線を向けることができるようになった。「カスタードパイ」では６つの顔を全て注視で

きた時、「射的」では壁を壊してその下の写真がすべて現れた時に、嬉しそうに画面をさし示して教員

に共感を求め、達成感を感じている様子がみられた。二つのソフトを実施した後の風船割りは、授業

の初めに比べ右側への視線の広がりが認められた。 

ところで、指導期間中に保護者から「眼鏡の作成に当たり、どの程度見えているのかがわからず、

眼鏡が必要であるのかがわからない」という相談があり、視線入力装置での指導の様子を見学しても

らった。左側優位ではあったが、しっかり見ていることが客観的に保護者にもわかり、その後眼鏡の

作成をすることとなった。指導を始めた５ヵ月後の 12 月に眼鏡が完成し、装着した初めての授業で、

視線を認識するためのキャリブレーション設定を実施したところ、最も優れた判定結果が出た。眼鏡

を装着した効果により追視注視がしっかりできるようになったことがわかった。 

担任にも、授業の様子を見てもらい、日常生活にも取り組めることを提案するなど連携を取り、自

立活動の時間だけでなく、学校生活全般に般化してもらうよう協力を依頼した。例えば給食のお盆や

教材等を右側に置いてもらい何を食べるか選んだり、学習時に教材を右側に置いて探索したりする機

会を設定してもらった。 

こうして週 1 回の視線入力装置での指導と眼鏡の使用、日常生活での取り組みにより、９ヶ月後に

は「風船割り」で見る範囲が広がり(図５)、また「かくれんぼ」では、見つけることができなかった

右側の星を注視でき、左から右への視線の移動スピードも速くなった (図６)。パソコンの画面全体に

視線を向けることができるようになってきたことが視線履歴から確認することができた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように視線入力装置で得られた右側を見る力と探索する力は、そのあとの課題にも効果として

現れた。6 個のたこ焼きをひっくり返して焼くという iPad を使ったゲームでは、始めは鉄板に並んだ

たこ焼きを左から順にタッチするものの、右端のたこ焼きが視野に入っていないためタッチできずに

残ってしまった。しかし、２月ごろには左から順にタッチしていきながら、右へ視線を移し全てを焼

くことができるようになり、その時間も日を追うごとに短くなった。また、iPad の画面上で、写真に

よる４つの教材を選択する課題では、指導を始めた頃は、左下にある教材の写真をタッチすることが

多かったが、右にある教材にも目を向けて選ぶことができるようになった。 
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４.おわりに 

児童生徒にとって視線入力装置は、自然と楽しみながら見る力を高めていけるツールというだけでな

く、今までできなかったことができるようになることが一番の魅力である。本児を今年度になって２ヶ

月ぶりに指導したときに、ぬり絵のソフト(ひよこの色ぬり)を実施してみた。色の選択では画面下部の

端から端まで数色提示されているが、中央部から好きな色を選び、ひよこへ視線を移して塗ることがで

きた。手指の巧緻性から考えると、実際に紙面での色ぬりは支援がないと難しい課題である。しかし、

視線入力を使うと、その過程を理解して行動に移すことができる。このように重度の障がいを有する児

童生徒にとっては、視線入力は将来に向けて生活の質を高めることができるものであると認識している。 

本児は、今年度 4 月からは中学部２年生になり、視線入力装置による指導は担任の教員が継続して実

施することとなった。視線入力装置による指導の効果がみられたことで継続の有用性を感じ、視線入力

装置の操作を新たに覚え、自立活動のコミュニケーション学習として取り組んでいる。本校には現在３

台の視線入力装置があるが、まだまだ十分に活用しているとは言い難く、これらの稼働率を上げること

が課題とされている。そのためには、本事例のように指導の成果を校内で共有し、一人でも多くの教員

に興味をもってもらい活用できたらと願う。児童生徒の持っている能力に気づき、児童生徒のできるこ

とを増やし、児童生徒にたくさんの楽しさを感じてもらうことにつなげていきたい。 
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Ⅲ．人権教育         

人権研修 

小浦 亜由里 （人権教育委員会） 

                                          

■要旨： 

教員としての専門性をさらに高めるために全教員を対象に人権研修を実施した。昨年度に引き続き、

今年度も鳴門教育大学教職大学院の阿形恒秀教授を講師に招き「児童生徒理解の難しさと大切さ」とい

う表題で講義をいただいた。研修後はアンケートを実施し教員の理解度等、率直な意見を集計し、その

中で、肯定的な意見や感想が多くみられ教員の積極的な姿勢がうかがえた。 

 

■キーワード：児童生徒理解 愛と信頼 意識と無意識 本気さ 共感 

 

 

１．実施方法と内容 

 

（１）．日時 

   令和 3年 7月 2日（金）16：00～17：00 

（２）．表題 

   児童生徒理解の難しさと大切さ 

（３）．講師 

   鳴門教育大学 教職大学院 教授 阿形恒秀先生 

（４）．内容 

   全教員対象に悉皆で研修を実施した。本来ならば、夏季休業中に実施していたが今年度は大規模

改修の工事期間のため夏季休業前の実施となり、講義時間を短縮した形での実施となった。 

    研修は、講義形式で実施し、人との間隔をとるため研修場所には椅子のみを設置した。 

（５）．まとめ 

    阿形教授の講義では、難しい文言や重要なことに関しては、具体的な例を挙げて解説していた

だきとても分かりやすく、イメージしやすい講義であった。 

    児童生徒理解に関して、文部科学省の「生徒指導提要」では「生徒指導において児童生徒理解

そのものが教育的関係の成立を左右すると言っても過言ではありません。人は理解してくれる人

には安心して心を開きますが、理解してくれない人対しては拒否的になり、心を閉ざしたまま対

応するものだからです。しかも生徒指導においては愛と信頼に基づく教育的関係が成立していな

ければその成果を上げることはできません。そのため生徒指導においては共感的理解が求められ

るのです」とあり、このことについて詳しく講義いただけた。 
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２．まとめ 

研修後はアンケートを取り、教員の理解度等を集計した。 

自由記述での意見及び感想を載せてまとめとしたい。 

 

 

自由記述欄での感想や意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・佐野洋子と谷川俊太郎が夫婦だったとは知らなかった。 

・「安心の土台」の内容がとても心に突き刺さった。 

わかりやすくて良かった。 

感動した。 

・いただいた資料の中に「非行は宝」とありました。内容の理解はできますが、私は「非行は

宝」ではなく「非行は悪」だと思った。非行が悪であることを子供たちに認識させ、許して

やり直しができることを教えていきたいと考えている。人間は誰しも失敗してやり直すこ

とができますが、非行やいじめの中には取り返しのつかないことがあるということを教

えていきたい。 

・他者のことを理解する、共感することの重要さを改めて考える機会をもてました。 

・とても心に残るお話しが聴けて良かった。 

・一時間では短いと思った。 

・子どもたちの言動をそのまま受け取りやすいが、その背景にあるものを考えるのが重要

なことに改めて気づかされた。 

・時間が短くて残念、最後までゆっくり聴きたかった。 

・教育の根本的な考え方だと感じた。子どもたちに対してもですが、保護者の方や一緒に

働く先生方とも理解を深めるためにも必要だと感じた。 

・分かり合うことの難しさを感じた。 

・重度の生徒さんが多い本校では、なかなか授業に生かすことは難しい内容と思った。 

・とても面白い内容だった。 

・興味深い内容だった。 

・考えるきっかけになった。 
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研修資料 
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Ⅳ．事例研究 

 

１．研究の趣旨 

 昨年度までは各学部で学部研究を行っていたが、学部を超えて教員同士で授業について研究討議など

を行う機会がなかった。そのため、今年度は、本校の福祉医療人材活用事業での外部講師による運動学

習相談・作業学習相談・言語学習相談の指導において、各学部から対象となる児童生徒を 1名あげ、年 5

回行われる相談のうち対象児童生徒の指導を 3 回行い、指導方法に関してアドバイスをいただいた。後

日、小・中・高の学部教員による縦割りグループで意見交換しながら授業改善を行い、教員の専門性を

高めることを目的に事例研究を実施することとした。 

 

 

２．内容と方法 

（１）研究の進め方 

以下の①～④を繰り返した後、事例研究報告会を行う。 

①外部講師の指導を受ける。②指導内容を授業に取り入れる。③事例研究会で意見交換を行う。④意

見を授業に取り入れ指導する。 

 

（２）対象児童生徒・教員の決定 

3 領域より運動学習は小学部から 1名、作業学習は高等部から 1名、言語学習は中学部から 1名選出し

た。対象児童生徒は、自立活動係と自立活動専任が中心となって選出した。運動学習では、運動機能の

向上が著しい発達段階である小学部の児童、作業学習では、卒業後を見据えた学習内容を検討し、実践

していく中で課題を見つけ生徒の意欲を高めていくことを考えて高等部の生徒、言語学習では、発声に

関して継続指導している生徒を事例として取り上げることで、他学部の教員に対しても発達の過程がよ

くわかり、研究対象に適していると考えて選出した。 

 

（３）事例研究会 

 学部を超えた縦割りグループによる事例研究会を 9 月 14 日（火）に第 1 回、10 月 22 日（金）に第 2

回を開いた。各グループで、外部講師から指導を受けている時のビデオを視聴し、課題や指導方法を議

論した。 

 

（４）事例研究報告会 

各領域の担当教員より指導及び事例研究会の報告を 12 月 16 日（木）に実施した。また、事例報告会

に福祉医療人材活用事業での特別非常勤講師の島氏を招き、助言やアドバイスの後、「手を使うこと、手

を使うために」をテーマに講義をしていただいた。 

以下に事例研究報告会の資料を掲載する。 
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 小学部 3 年（運動学習） 

実態 
独歩可能であるが見守りは必要。歩行時は止まることが苦手。椅子からの立ち上がりができる

ようになった。階段昇降を練習中。外反。外旋。 

課題・内容 
・一定時間、壁立位や静止立位をする。 ・歩行距離をのばす。・膝の屈曲を促す。 ・椅子

からの立ち上がり練習。 ・手すりをもって階段昇降。 

学習目標 ・下肢の筋力の強化   ・安定した歩行 

1 回目の 

相談 

階段昇降では足に重りをつけることを提案していただいたが、本児には重すぎた。階段や坂を

下る時に、膝の支持に安定感が出るようにサポーターを着用すること、ピーナッツバルーンに

またがって座り左右に揺れる時に、靴を履いて取り組むこと、足底に荷重をかけると足が開く

のをさらに助長させてしまうので、足底を浮かせる高さに座面を設定し、椅子の下に台を入れ

て足がぶらぶらしないようにすることをアドバイス頂いた。 

第 1 回 

事例研究会 

本児と同じような課題の歩行が不安定な児童・生徒について意見を交換した。階段昇降では２

足１段なのか１足１段なのかの実態把握の大切さや、蹴上げの高低差を考慮することの大切さ

を共有した。また、歩行距離など、条件を設定して歩行の様子の変化を記録することも重要で

あると共有した。 

2 回目の 

相談 

引き続きサポーターを着用して行い、骨盤にもサポーターを巻くことで安定感が増すこと、速

く歩く→ゆっくり歩く→速く歩くから始めて、今後、速歩きにもチャレンジしていくこと、楽

スタトランポリンは、本児の姿勢が崩れない強さでゴムバンドを上下に動かすこと、登校時の

リュックは重さがあるが、背中に背負うことをアドバイス頂いた。 

第 2 回 

事例研究会 

足元を見るためにはどうすればよいかのグループ討議では、まずは、姿勢や歩き方が安定する

ことや歩く経験を積むことが必要という意見が出た。また、ドレミマットや凸凹の道を歩いて

みたりボールを蹴ったりすることで足元を見るのではという意見が出た。早歩きをするために

はどうすればよいかのグループ討議では、まずは安定した歩行をめざすことやスロープなどを

使用するという意見が出た。グループ討議を経て全員で課題に対する支援の手立てを共有し

た。 

指導教員の 

支援の変化 

相談で様々な助言をいただく中で、活動内容を詰め込みすぎていたので、ゆとりを持った学習

内容を組み立てるようにした。また、児童が見通しを持って活動に取り組めるように写真カー

ドで活動内容を知らせるようにした。活動場面ごとに応じたサポーターの活用や児童の姿勢を

確認しながら楽スタのゴムバンドを揺らすなど、細かい部分にも注意して指導するようになっ

た。 

児童生徒の 

変化 

自立活動の時間を理解し、予定カードを見るだけで自ら運動学習室に向かい積極的に活動に取

り組むようになった。サポーターを嫌がることもなくなり、自らサポーターをつけようとする

ようになった。継続的に取り組むことで、１歩の歩幅が大きくなりつつある。また、階段昇降

ではサポーターを着用することで膝が安定し、以前に比べてスムーズに階段を下るようになっ

た。足の開き具合も少しではあるが狭まってきている。 

今後の課題 

今後も下肢の筋力の強化を目標に、今まで取り組んできた学習内容を継続しながら、助言を頂

いた方法で学習を積み重ねていく。また、自立活動の時間以外にも日常生活場面で下肢の筋力

強化をねらいとした様々な活動場面を取り入れていく。 
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 中学部 3 年（言語学習） 

実態 
・言語理解は高く、サインや指差しなどで意思を伝えることができる。指示理解可。独自のサイ

ンを使う時があり伝わりにくい時もある。学習時は口形模倣をしながら練習している。 

課題・内容 
①肩・首・喉の体操 ②母音の発声 ③単語のサインの表出と発声練習 ④1 から 20 までの数

唱練習（継続）、発声を含む。 

学習目標 ・簡単な会話や発声練習を通して伝える力や話す力を高める 

1 回目の 

相談 

・以下のアドバイスがあった。⑴ボディイメージを豊かにする。⑵呼吸と発声の練習。⑶水含み

に取り組む。⑷友だちの名前とあいさつを繰り返し発声する。⑸ジェスチャーの上達。⑹発声の

単語化。特に⑷に関しては、本人は多くの語彙を持っていない。また発声によるコミュニケーシ

ョンの必要性を感じていない。何なら喋りたいと思うか。彼に何を喋ってほしいか明らかにする。

→後日、友だちの呼名と簡単な挨拶を目標に設定する。 

第 1 回 

事例 

研究会 

・本人が話す必要性を感じていない。本人に話す必要性や何のために学習しているのかなどを理

解できるように伝える必要があるのではないか。 

・ゲームや褒美がある取り組みでは、本人のやる気を促しながら楽しんで学習することで、自ら

話す機会が増えていくのではないか。 

2 回目の 

相談 

・発声のみだと苦手意識があるので、ジェスチャーに声を乗せることで発声を促していくことが

必要である。・学習の成果に対する評価を、目で見て分かるようなご褒美（シールなど）を本人

に与えて、意欲や継続力を高めていくのはどうか。 

第 2 回 

事例 

研究会 

・現在の指導内容を継続しつつ、日常生活の様々な場面で話す機会を設け、声を出す経験を積ん

でいくことが必要ではないか。 

・特定の人との会話だけではなく、友だちや他学年の教員など様々な人と話すことで多くの会話

の機会・経験を得ることができる。そのような場面の設定を行ってはどうか。 

指導教員の

支援の変化 

・言語相談や 2 回の研究会を経て、様々な助言を頂く中で、「会話の必要性」と「日常生活で話

す機会を増やす」ことに重点を置いて指導した。特に前者に関しては「何のために学習している

のか」、再度学習内容を本人に十分に説明し、学習目標を確認・共有することで本人の意識付け

を高めることに繋がった。また週ごとに話す言葉（「といれ」・「せんせい」など）を決め、何を

目標にして話せばいいのかを明確にした。本人がその言葉を頑張って話していたら、その成果に

対して教員の評価としてシールを与えた。シールをゴールまで貼って全部埋めるという取り組み

を行うことで、視覚的にも分かりやすく、本人のやる気や意欲を高めることができ、自ら声を出

す機会が増えた。 

児童生徒の

変化 

・「今週の言葉」を自ら積極的に話す姿が見られている。友だちや教員との会話の中で挨拶など

の単語のやりとりが少しずつ増えてきている。また喉の体操や様々な発声練習に継続して取り組

んだ結果、発声の頻度が増え声の大きさや明瞭さが向上してきている。 

今後の 

課題 

・本人が学習目標に対して意識し、自ら積極的に声を出すことができるように、今まで取り組ん

できたことを継続しつつ、できたら褒め、改善するところはその都度見直すといった丁寧な指導

を継続する。・今後も日常生活の中で、様々な人・場面で話す機会を設定し、本人が「自ら話す」

ことを促す学習環境を設定していきたい。 
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 高等部 1 年（作業学習） 

実態 
・ペンをもって殴り書きができる。・円も書ける。 

・指先を使う作業は得意で、手のひらや腕全体を使う作業が苦手。握力が弱い。 

課題・内容 
・ちぎり絵（①紙をちぎる②紙を貼る③作品を完成させる）         

・同じものを集める（物の仕分け作業につながるように） 

学習目標 ・「ちぎり絵」の作成の過程で「準備、作業、片付け」まで一人でできるようになる。 

1 回目の相談 ・課題設定と生徒ができる作業に関してのアドバイスなど 

第 1 回 

事例研究会 

・中学部では、ねじ回しをしていた。ネット編み、ビーズ通し、アイロンビーズ等、図柄に

合わせて色を選んでみる。 

・洗濯ばさみをつまめるので「洗濯物干し」につなげる。・さおり織はどうか。 

2 回目の相談 

・「紙をちぎる」ことが好きで、この作業をすると次の工程に移れない。一連の工程をでき

るように好きな作業を授業の後半に設定するとよい。 

・「紙を貼る」作業を嫌がるときには、教師が見本を見せて、見通しを持たせる。 

・何が完成するのか、何を目標としているのかする前に工程を動画でみせる。 

・「ちぎり絵」の次は「紙すき」にも挑戦してみるとよい。 

・「これをする？」「どっちにする？」と本人の意思確認を取らなくてもよい。教師が「次は

この作業をします」という形で進めるほうが良い。（教師とのやり取りを楽しんでいる節が

あるので、意思表示をしているのかどうかが不明であるから） 

第 2 回 

事例研究会 

・見通しを持って作業に取り組むことは大切である。生徒の気持ちの切り替え方の支援とし

て、歌を歌うなど「ちぎる」以外でもあればよい。学習の経験を増やすことが必要ではな

いか。（「ちぎる」以外の作業で） 

・本人は見通しが持てればできる力はある。 

3 回目の相談 
・得意な作業は本人の精神的な安定のため継続が良い。苦手なことは、その作業の間に組み

込んでいくとよい。（作業の流れを大切にする） 

指導教員の 

支援の変化 

相談を通して、本人の意思確認をして取り組むことより、「楽しかった」という気持ちをも

って授業を終わることの大切さや、洗濯物干しでは、単に「洗濯ばさみをつまんでタオルを

干す」という単体の作業に取り組むのではなく、ちぎり絵を製作する過程で、道具を片付け

ることを作業の中に組み込み、準備から片づけという一連の流れの中で行う大切さを学ん

だ。また、事例研究でさまざまなアドバイスをいただき、洗濯物干しをはじめ、紐通しやハ

サミなど、ちぎり絵を制作しながら様々な作業を工程の中に加えることができた。 

児童生徒の 

変化 

好きな作業だけをしたいと主張することがあったが、準備・作業・片付けという一連の流れ

を経験することで、見通しをもって取り組めるようになった。ちぎることだけにこだわら

ず、それ以外の洗濯物干しなども工程の中の一部として取り組めている。また、集中して

作業する時間が少しずつ伸びており、楽しみながら作業している。 

今後の課題 
・授業の中で、「準備、作業、片付け」を一人でできるようになる（卒業までの目標） 
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３．まとめ 

 事例研究会報告会についてのアンケートでは、「今回の研修はニーズにこたえていた」と「研修の内容

が充実していた」と「研修の学びを日々の授業に生かしたい」の項目で 88.8％の肯定意見があり、「事例

で取り上げた児童生徒を指導した教員の専門性が向上した」で 91.1％の肯定意見があった。 

事例研究会では、各グループで活発な意見交換が行われた。自分が担当する児童生徒が対象児童生徒

と同じような課題があり、取り組んでいる内容を共有したり指導に生かしたりすることもできた。対象

教員のみならず本校教員の授業改善につながったのではないかと考える。また、連続して外部講師に相

談を受けることで、教員の学びが深まり、それが児童生徒の“わかった”“できた”につながったのでは

ないかと考える。 

 事例研究は、今年度初めての取り組みであったが、それぞれの教員にとって学びの多い研究になった。

来年度も教員の専門性を高めることも目的に、このような事例研究を行う。 
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Ⅴ．テーマ研修 

 

 

１．概要 

 

テーマ研修は、自立活動研究部が主催する全職員の学びの場である。全職員からテーマを募集し、変

化の激しい教育現場に役立つ内容を学ぶ場として開催する。今年度は、本校の福祉医療関係人材活用事

業の作業分野の特別非常勤講師として来校していただいている島氏に講義を依頼した。本校の事例研究

報告会で助言やアドバスの後、講義をしていただいた。 

 

 

２．実施日時と内容 

 

 日時：令和３年１２月１６日（木） 

  題目：「手を使うこと、手を使うために」 

  講師：島美加氏（和歌山県作業療法士会・作業療法士） 

  

 講義では、島氏が作業学習を行う際に、必ず「挨拶」と「自己紹介」と「握手」をされるが、特に「握

手」については、かなり多くの情報を得られていることを中心に話された。握手や手の観察、手の動き

から得られる情報として、感触や関節の硬さ、温度、傷・瘢痕の有無、不随運動の有無、握り返し・回

避行動の有無を得ることができる。例えば、ぽちゃぽちゃふわふわした手であれば、手のひらに圧がか

かる動きであるハイハイなどがあまりできていないのではないかと推測さる。ハイハイなど手に力を加

える活動を指導内容に設定することで、引き締まった手になるのではと考えられる。また、手を軽く握

ったり、強く握ったり、振動を加えたりする時の反応からも様々な情報を得られることを教えてくださ

った。 

机をバンバン叩くことや関節をカクカクすること、近くにいる人をつかんだりひっかいたりすること

は、常同行動や問題行動として捉えられることが多いが、未発達なだけで変わりうることが多いという

話には、改めて子どもの行動には理由あり、私たち教員はそこを考え、どのような指導が必要なのかを

考えなければならないことを気づかされることになった。握手や手の動きから様々な情報を得られるこ

とや手への圧のかけ方、島氏の子どもたちとの向き合い方など、今後の指導に生かすことができること

がたくさんあり、実りのある研修になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 

 

３．研修を終えての感想 

 

研修会後、アンケートを行った。「話の内容を踏まえて、子どもたちとの関わり方に取り入れたい」「様々

な生徒たちに生かせる内容だった」「日々の指導に役立つお話が聞けて良かった」「普段、握手する習慣

がなかったが、話を聞いて握手から得られる情報について学べた」「改めて、研修は子どもたちにとって

大切な勉強だと感じた」と、子どもたちの指導に生かすことができる内容であったという意見が多く、

教員のニーズに合った研修になった。 

 

 

４．次年度のテーマ研修会について 

  

分野を問わず、本校教員に必要なテーマを募集して行う本研修は、アンケートの結果からその内容へ

の肯定的な回答が多かった。島氏のように、本校の児童生徒の実態を知っておられる方の実践を交えて

の講義は分かりやすく、今後の指導に生かされる意見も多いため、次年度は、運動学習分野の特別非常

勤講師として本校に来校していただいている畑中氏に講義を依頼している。また、次年度も本校児童生

徒を事例にあげ、教員の指導方法などを本校教員と畑中氏で深めていくことを計画している。 

 

 

 

 

 

 

 

 


